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現在の 事物の 用途が、 昔から 全く 変らなかった、 と考 

へる の は、 大きな 間違 ひで ある。 用途が 分化 すれば、 

随 つて、 其 意味 も だんぐ 変化して 来る。 はちまきの 

話 は、 ちょうど 此を 説明す るに、 よい 例になる だら う 

と 思 ふ。 

さて、 はちまき は、 どうい ふ処 から 出た か、 と 今更ら 

しく 言 ふまで もない が、 被り もの、 はちまきに 到る ま 

でに、 幾度 かの 変遷 を 経て ゐる。 はちまき • 手拭 ひな 

ど は、 もとは 一 つもので、 更に はちまき は、 頭に 巻く 



つた 事 は、 色々 説明 せられて ゐる 通りで あるが、 桂ノ 

里に 住んで ゐ たから 桂 女と 称する のか、 それとも^^ 

q を 著け てゐ るから 桂 女と 称した のか、 尠くとも、 二 

様の 見方が あるで あらう。 かつらお びと 称する もの も 

果して、 桂 女が する からさう 称する のか、 其と も、 も 

と はか つらであった のが、 変って からで も かつらお び 

を 称せられた のか、 色々 と考 へられる。 ともかく、 桂 

女と 言 ふの は、 頭に か つら をして ゐ たから、 さう 言 は 

れ たの だら う、 と 私は考 へる。 桂ノ 里に、 必、 住む もの 

と は 限らない から、 偶然、 桂ノ 里に 住んで ゐ たので あ 

らう。 



性」 の 七卷五 号に 「桂 女 由来 記」 と 言 ふ 論文 を 載せら 

れて、 色々 材料 も 提供 せられて ゐ るが、 女が 戸主で あ 

つたこと、 将軍家に 祝福に 行った こと、 御 香宫に 関係 

のあった こと、 それから 巫女であった 事に 間違 ひ はな 

い。 社から 離れても、 巫女であった 事 は 事実で ある。 

そして、 かづら を 頭に 纏いて ゐ たからか つらめ と 称し 

たので、 か つら まき . かつらお びの かつら も、 かづ ら 

である。 

かづら に は、 ひかげの かづら • まさきの かづら が 古く 

から あり、 神事に 仕へ る 人の 纏き つける 草 ゃ柔ぃ 木の 

枝な どで、 此が 後の かも じと なる ので ある。 髢は、 



筑波嶺 のこの も かの もに、 蔓は あれ ど、 君が みか 

げに、 ます かげ はなし 

と あるの を 見れば 訣る 事で、 此歌 は、 山の どの 方面に 

も 蔓草が あると 言う て 、 みかげ 即ぉ 姿と 言 ふ 語 を 起し 

た 恋歌な ので ある。 

あめのみ かげ • ひのみ かげに は、 祝詞に 現れた、 V けで 

も 四 通りの 意味が あるが、 最初の 意味 は、 屋根の 高い 

処 から、 垂れ下げた 葛の 事で ある。 即、 蔓草で 作った 

に過ぎない。 

五節の ひかげの かづら は、 後に 被り ものに なって しま 

うた。 出 雲 国 造 神 賀詞に あめのみ かびと いふ 語が 出て 



来る。 「美 賀秘」 と 書いて あるが、 みかげの 書き 違へ か、 

伝へ 違へ であらう と 言 ふから、 やはり 頭に 被る もので 

ある。 播磨 風土記に も 蔭山 ノ 里の 条に、 御蔭と あり、 

同じく 被り もの、 意に 用ゐて ある。 此等 は、 皆、 被リ 

ものに 近づいた もので、 物忌みの しるしで あり、 神に 

仕へ る 清浄 潔白な 身で ある こと を 示す ので ある。 所謂 

たぶ うで ある。 冠の 巾 子 を 止める 髻華 は、 後に 簪 とな 

るので あるが、 此 はもと、 かづ ら から 固定して、 此様 

な 別な 意味 を 持つ 様になつ たので あらう と 思 ふ。 

カウ n ンジ 

正月 十四日の 夜、 宮中で 行 はれた 男 踏 歌に は、 高 巾 子 

とい ふ 白 張りの 高い 巾 子 を 著け て、 踊って 出た。 踊つ 



の 細 男手 拭して、 顔 を 隠した る 心持ちす る」 と ある。 

細 男 はさいの をで、 朝廷で は 人が なり、 八幡 系統の も 

のに は 人形であった。 御霊 会に は、 真の 人間が 扮 装し 

て 出た ので あらう。 顔 を 隠す のと、 頭に 被る のと は、 

かう した 関係が あるの だが、 も 少し 迪 つて 行って 見よ 

う。 

はね 藉今 する 妹 を うら 若み、 いざ、 率 川の 音の さ 

やけさ (万葉集 卷七) 



え を 詠んだ 歌が 沢山 あるが 、 通 経 前 の 処女に 手 を 著け 

るの は、 非常に 穢れ だとして ゐ たもので、 先年、 私が 

伊豆の 下田で 聞いた 俗謡に も、 未だに、 其 意味が 謡う 

てあつた。 ふれい ざ あ 教授 は 「ごうる でん -ば う」 の 

中に、 少女の 月事 を 以て 隠れて ゐ るの を、 犯した 男が 

罰せられ るの は、 少女の 神聖 を 破る 為 だ、 と 説明して 

ゐる。 併し、 此 にも、 も 少し 深い 意味 を考 へなくて は 

ならない 様で ある。 

元服 以前の 女に 手を附 ける と、 神罰に 触れる と 言 ふけ 

れ ども、 日本の 神道で は、 月事が あったり、 夫 を 有つ 

たりす る こと は 巫女た る 資格に は 影響の な いこと で、 



神 功 皇后 は 二人の 主 を 持 たれた ので、 仲哀 天皇 は 夙く 

崩御され たの だ、 と 言 ふ 程で ある。 だから、 神に 仕へ 

る 女 は、 真の 処女 (一) と、 過去に 夫 を 有った こと は 

あるが、 今 は 処女の 生活 を 営む 者、 即 寡婦 (二) と、 

夫 を 持って ゐて も、 ある 期間 だけ 処女の 生活 をす る も 

の (三) とに、 分ける ことが 出来る。 

尚考 へなくて はならぬ の は、 処女に も 二通り ある 事で 

ある。 此は 男の 側から 言うても 同じで、 少年が まづ最 

初に 元服す ると、 村の 小さな 祭リ、 即、 道祖神 祭りな 

どに 与る 事が 出来、 二度目に 元服して、 若者と なって、 

初めて、 村の 祭りに 係る 事が、 出来る 様になる のと 同 



したい。 采女 は、 宮中の 勝手向きの 為 事ば かりして ゐ 

た、 と考 へる の は 間違 ひで、 国 造の 女. 郡領の 女、 即、 

国々 の 神主の 女だった の だから、 皆 巫女で あつたので 

ある。 其が、 宮廷に 上られる 事に よって、 中央の 神道 

が 地方に 普及せられ たので ある。 天皇 は 神で あると 同 

時に、 神主で も あるの だから、 天子の 配膳に 仕へ、 或 

は 枕席に 侍る こと もあった。 随 つて、 天子 以外の 者が 

手 を 触れ、 ば、 重い 罰 を 受けた ので ある。 

さう すると、 采 女の 領巾 は、 髪 を 乱さない やうに する 

為に、 用 ゐてゐ たこと は 明らかで ある。 隼 人 も 其と 同 

じく、 神事に 関係して ゐた 為に、 蛇 ひれ • 蜈蚣 ひれと 



変遷して、 野郎 帽子に なった ので あらう。 

一 体 演劇 は、 東 • 西 其 出発点 を 異にして ゐ るので、 其 

時分 は、 或処 では 紫 帽子、 或処 では 桂 帯 をして ゐ たの 

だ。 此処に も、 帽子と はちまきと 二通り 並ぶ 訣だ。 女 

形 は 後 結びの はちまき をした が、 此が はちまきの 変形 

とは考 へられない。 二つが 並び 行 はれて ゐた かも 知れ 

ない ので ある。 神社 芸術から 出た 能. 狂言、 その 要素 

を 含んで 現れた 歌 舞妓 は、 女 歌 舞妓の 時代から 桂 帯 を 

著け て をり、 若衆 歌 舞妓に なっても、 其 風 を 追うて ゐ 

る。 団十郎 は 若衆の 家で あり、 助 六 も 若衆で ある。 二 

代 目 団十郎 から 出た 曾我ノ 五郎 も 若衆で ある。 助 六の 



はちまき も、 実は、 狂言の 筋 以外の、 神社 芸術 を やつ 

てゐた 人の 服装の 約束な のであった。 

カン ダチメ 

上達部の 意味 は、 文字から では 訣ら ぬ。 祭 時に 祓ひ浄 

める 者 を かむ だち と 言ふ処 から 見て、 まう ちぎみ と 共 

に 神事に 関係す る もので あらう。 沖 網の 紫の 帯 を 著け 

たまち ぎ は、 まう ちぎみ と 同じで、 やはり 神事に 与る。 

物 部の 意義 も 色々 説かれて ゐる。 外から 災を 与へ る 霊 

魂 を^^と 言 ひ、 鬼は此 である。 平安朝 時代に は、 鬼 

のこと を 「もの」 と言うて ゐる。 自分の 霊魂 は 「たま」 

である。 随 つて 物 部 は、 外から 災 する 恐し い 力 を 持つ 

た 霊魂 を、 追 ひやる 部 曲と 解す るの が、 本義で あらう。 



武士の する はちまきに は 種々 あって、 即、 後で 立てる 

もの、 前で 立てる もの、 狂言に 出る 町の 女房な どのす 

る もの 等、 此等は 皆、 兜 を 被る 時、 下に 著け る ものと 

同じで、 時には 烏帽子 を 被る こと も ある。 はちまきと 

烏帽子と は、 実は 同じ もので、 戦争に 出る 人の 物忌み 

の標 だった ので ある。 物忌み をして、 敵の 持つ 力 を 拒 

ぐので ある。 今 も 片田舎に 行く と、 お 客の 前で わ 

ざ/ \ 手拭 ひ を 被る こと をす る 地方が ある。 賓客 を 神 

として 扱 ふ 遺風で、 此例は 沢山 ある。 

^と、 かづら と、 手拭 ひとは、 結局 一 つで ある。 現 

に、 泉 州から 曾て 私の 家に 来て ゐた 若者 は、 帯の こと 



を 帽子と 言うて ゐた。 女 は、 臨時の 物忌みの 標に、 三 

尺の 布巾 を 腰に 結び、 頭に 結んだ ので、 帯で あると 倶 

に、 手拭 ひで あつたの だ。 手拭 ひが はちまきになる の 

も、 不思議 はない ので ある。 次に、 帯 は 結んで ゐ るの 

が 本体 か、 常 はせ ない のが 本体 か、 即、 ^T^- の 類 か、 

領 巾の 類 か、 と 言 ふ 事は考 へなくて はならぬ が、 領巾 

は 木綿から 出発して ゐて、 此を 纏き つける ところから、 

かづら と 同じ 効果 を 現す もの、 と考 へて よから うと 思 

ふ。 二つの 系統の 習慣が、 一つの 帯. 手拭 ひ. 帽子と 

結びついて、 近世の 如くに、 物忌みの 標が 更に 訣らな 

いところ まで 進んだ ので ある。 
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